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県
身
連
の
平
成
三
十
一
年
（
令
和
元

年
）
度
事
業
報
告
と
決
算
予
算
が
、
理

事
会
並
び
に
評
議
員
会
に
お
い
て
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
一
年
度
（
令
和
元
年
）
度

の
各
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
各
地
域
団
体
と
の
緊
密
な
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
県
・
市
町
村
な
ど
関

係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
着
実
な
執

行
に
努
め
ま
し
た
。

　

団
体
の
自
主
事
業
と
し
て
は
、
日
本

身
体
障
害
者
福
祉
大
会
（
秋
田
県
）
や

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
代
表

者
会
議
（
千
葉
市
・
新
潟
県
）
へ
の
参

加
、
日
身
連
と
連
携
し
て
情
報
収
集
や

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
身
体
障

害
者
福
祉
大
会
を
横
須
賀
市
で
開
催

し
、
県
か
ら
受
託
運
営
し
て
い
る
障
害

者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
、
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
に
資
す
る
事
業
の
拡

充
・
推
進
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
当

財
団
の
貴
重
な
財
源
確
保
を
図
る
た
め

に
引
き
続
き
効
率
的
な
運
営
に
努
め
、

当
初
の
活
動
方
針
ど
お
り
の
効
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

役
員
改
選

　

役
員
（
理
事
）
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
新
役

員
（
理
事
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
本
年
五
月
二
九
日
か
ら
令
和
四

年
五
月
に
開
催
予
定
の
評
議
員
会
終
結

ま
で
の
二
年
間
で
す
。

会　
　

長　

内
藤
則
義

副
会
長　

小
出
庄
作
、
鈴
木
孝
幸
、

　
　
　
　
　

渡
辺
千
城

常
務
理
事　

渋
谷
寿
人　

理　
　

事　

鈴
木
英
雄
、
西
川
和
朗
、

　
　
　
　
　

相
原
貞
雄
、
遠
藤
伸
一
、

　
　
　
　
　

中
山
孝
彦
、
小
玉
か
お
る
、

　
　
　
　
　

河
原
雅
浩
、
村
山　

勲

監　
　

事　

開
沼
ク
ミ
子
、
今
福
秀
雄

平
成
三
十
一
年
（
令
和
元
年
）
度

 

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

№ 事　業　科　目 本年度予算 増　　減
1 管　理　費 79,357 150,643
2 人　件　費 1,951,332 ▲1,271,332
3 会　議　費 83,000 72,000
4 負　担　金 175,000 0
5 雑　　　費 78,297 ▲28,297
6 管 理 諸 費 580,800 ▲180,800
7 地域団体組織強化費 12,780 47,220
8 広報活動費 1,091,588 48,412
9 身体障害者福祉推進活動費 15,131 24,869
10 部会活動費 900,000 0
11 日身連大会参加費 323,826 21,174
12 相談事業費 21,418 18,582
13 体育振興費 271,752 ▲61,752
14 福祉大会費 1,192,490 ▲37,490
15 社会参加推進センター事業運営費 12,425,000 0
16 神奈川県障害者スポーツ振興事業費 34,744,900 0
17 音声機能障害者発声訓練事業費 1,527,000 0
18 県障害者スポーツ大会開催費 2,930,000 0
19 全国障害者スポーツ大会相模原市選手団派遣費 8,850,000 0
20 県障害者スポーツサポーター養成事業費 1,679,000 0
21 県精神障害者スポーツ大会開催事業 4,290,000 0
22 県障害者スポーツ振興協議会事務委託費 3,700,000 0

合　　　計 78,171,371 ▲1,196,771

令和元年度神奈川県身体障害者連合会事業決算（単位：円）



◆　旅行代金　　￥１０,０００－
　注）募集人員　70名（参加申込者が35名に満たない場合は中止）

●　費用に含まれるもの・・・リフトバス代・有料道路代・昼食代・コース見学代・旅行傷害保険。
●　バスの配車ルート及び時間は、申込締切後に各団体当日責任者様へご連絡いたします。
●　当日は障害者手帳、雨具を必ず持参して下さい。

◆　観光施設
蔵造りの街・時の鐘・菓子屋横町
　歴史を感じられる空間が沢山あります。そんな場所を歩きながら、まずは日本の古き良き雰囲気
を肌で感じましょう。
昭和記念公園
　11月中旬～12月中旬がイチョウ並木の見頃になります。

◆　申込方法
　各団体毎に参加を取りまとめ申込書に記入の上、９月末日までに県身連事務局までお申し込み下
さい。
※申込書は各市町村団体長宛にお送りしますので、参加を希望される方は所属されている身障団体へお問い

合せ下さい。

●　参加申込締切・・・・・・ ９月 末日
●　参加費入金締切・・・・・10月30日（金）※申込締切後は、規定のキャンセル料が発生します。

◆　期　日　　令和２年11月19日（木）
◆　コース

各地 ⇒ 最寄ＩＣ ⇒ 圏央道 ⇒ 川島ＩＣ ⇒ 川越散策〔蔵造りの街・時の鐘・菓子屋横町 等〕
7：00～8：00　　　　　　　　　　　　　　　　　10：00～11：00

⇒ 川越プリンスホテル（和食の昼食） ⇒ 川越ＩＣ ⇒ 関越道・圏央道 ⇒ 青梅ＩＣ 
　 11：30～12：50

⇒ 昭和記念公園〔イチョウ並木見物〕 ⇒ 八王子ＩＣ ⇒ 中央道・圏央道 ⇒ 最寄ＩＣ ⇒ 各地下車
　　　　　　　14：30～16：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 17：00～18：00

～県身連肢体部・社会見学のご案内～

古き良
き歴史

を感じ
る

秋の川越日帰りの旅
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秦野市カルチャーパークのバラ園
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相
模
原
市　

八や

代し
ろ　

義よ
し

男お

　

神
奈
川
県
身
体
障
害
者
連
合
会
の
皆

様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
中
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
当
協
会
は
、
相

模
原
市
身
体
障
害
者
連
合
会

の
一
団
体
と
し
て
い
ろ
い
ろ

な
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

昭
和
五
四
年
に
編
成
さ

れ
、
現
在
会
員
数
は
、
正
会

員
六
四
名
、
そ
の
他
会
員

三
九
名
、
合
計
一
〇
三
名
で

す
。

　

モ
ッ
ト
ー
は
、
明
る
く
、

仲
良
く
、
元
気
よ
く
で
す
。

団
体
の
目
的
と
し
て
は
、
日
ご
ろ
抱
え

て
い
る
悩
み
や
問
題
に
つ
い
て
、
そ

の
解
決
に
向
け
て
情
報
交
換
や
、
研
修

会
、
啓
蒙
活
動
な
ど
を
行
い
、
よ
り
豊

か
な
社
会
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流

を
深
め
る
た
め
、
バ
ス
旅
行
や
各
種
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
と
も
に
、
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
は
、

コ
ー
ラ
ス
、
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
、
ブ

ラ
イ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
ヨ
ガ
、
大
正
琴
、

編
み
物
、
百
人
一
首
ク
ラ
ブ
な
ど
で

す
。

　

一
日
も
早
く
何
の
心
配
な
く
過
ご
せ

る
日
常
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

秦
野
市　

宮み
や

本も
と　

英え
い

子こ

　

当
会
の
会
長
職
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
当
会
は
、
昭
和
三
八
年
五
月
に
創

立
さ
れ
今
年
で
五
七
年
に
な
り
ま
す
。

ピ
ー
ク
時
の
会
員
数
は
一
五
二
〇
名
で

し
た
が
、
高
齢
化
・
会
員
減
少
が
進
み
、

令
和
二
年
度
は
、
四
〇
〇
名
を
切
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
様
な
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
本
部
事
業
の
歩
行
訓
練
・

福
祉
バ
ス
・
社
会
見
学
な
ど
長
年
に
渡

り
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
支
部
事
業
・
各
部
事
業
な
ど
も
役
員

様
の
ご
協
力
に
よ
り
活
発
な
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
平
素
よ
り
、
神
奈
川

県
身
体
障
害
者
連
合
会
様
、
関
連
団
体

に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震

災
以
来
各
地
で
大
き
な
地
震
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
豪
雨
災
害
な

ど
も
頻
発
し
て
お
り
年
々
大
規
模
化
し

私
達
の
生
活
を
不
安
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
当
会
で
は
、
防
災
意
識

高
揚
事
業
と
題
し
、
秦
野
市
役
所
防
災

課
様
に
講
演
を
い
た
だ
き
役
員
研
修
会

の
開
催
や
、
少
量
で
は
あ
り
ま
す
が
防

災
用
品
・
非
常
食
の
配
付
・
な
ど
全
会

員
を
対
象
に
自
助
の
観
点
か
ら
取
組
み

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
、
啓
発
活
動
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
策
と
し
て
、
五
月
上
旬
に
全

会
員
を
対
象
に
当
時
入
手
が
困
難
な
マ

ス
ク
を
や
っ
と
の
思
い
で
手
に
入
れ
配

付
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
に
関
し
て
は
、

役
員
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
多
く
の

会
員
様
か
ら
感
謝
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
先
が
見
え
な
い
今
回
の
感
染
拡

大
は
、
今
後
の
事
業
計
画
を
大
き
く
変

更
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
一
刻
も

早
く
ワ
ク
チ
ン
や
新
薬
が
開
発
さ
れ
、

か
つ
て
の
平
穏
な
日
々
に
戻
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
当
会
の
事
業
運
営
に
お
い
て

は
、
引
続
き
関
連
団
体
と
連
携
を
取
り

進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
相
模
原
市
視
覚
障
害
者

 
　
　
　
　
　
協
会
の
活
動
内
容

 

秦
野
市
身
体
障
害
者

 

　
福
祉
協
会
の
活
動
に
つ
い
て

市町村のページ



 

第
二
〇
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
大
会
に
つ
い
て

 

県
身
連
新
職
員
紹
介

令
和
二
年
度
身
体
障
害
者

　
高
尾
山
登
山
事
業

　
　
開
催
中
止
に
つ
い
て

第
六
五
回

　
神
奈
川
県
身
体
障
害
者

　
　
福
祉
大
会
開
催
案
内
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一
昨
年
よ
り
開
催
し
て
お
り
ま
す
高

尾
山
登
山
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
誠

に
残
念
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
和
二
年

度
の
開
催
を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

催
が
中
止
や
延
期
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
五
月
二
五
日
に

全
て
の
都
道
府
県
で
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
北
九
州
で
は
解
除
後
の

集
団
感
染
（
ク
ラ
ス
タ
ー
）

が
発
生
し
て
い
る
状
況
で

す
。
ま
た
、
東
京
都
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
者
数
が
一
週
間
連
続
で

二
桁
に
増
え
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま

す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

に
は
、
し
ば
ら
く
気
が
抜
け
な
い
状
況

と
、
集
団
で
の
行
動
が
難
し
い
と
判
断

を
し
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
年
度
に
つ
い
て
で
す
が
、

引
続
き
身
体
障
害
者
高
尾
山
登
山
事
業

の
開
催
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
七
月

初
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
中
止
と
い
う
誠
に
残
念
な

結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
次

年
度
へ
の
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
六
五
回
神
奈
川
県
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
は
、
令
和
二
年
十
一
月
十
五
日

（
日
）
に
伊
勢
原
市
文
化
会
館
に
お
い

て
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
中
で

す
。
大
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
各

市
町
村
身
体
障
害
者
団
体
へ
詳
細
を
お

送
り
し
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

例
年
十
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
、
全

国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
す
が
、

今
年
は
鹿
児
島
県
で
の
開
催
予
定
で
し

た
。

　

政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ

た
も
の
の
、
大
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
選
手
を
含
む
す
べ
て
の
大
会
関
係

者
に
と
っ
て
の
安
全
、
安
心
な
大
会
開

催
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
や
、
大
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
多
く
の
人
々
が

全
国
か
ら
鹿
児
島
県
へ
移
動
し
、
新
た

な
感
染
拡
大
・
ク
ラ
ス
タ
ー
に
な
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
今
秋
の
鹿
児
島

大
会
に
つ
い
て
は
、
開
催
し
な
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

常
勤
職
員　

杉す
ぎ

山や
ま　
　

潤じ
ゅ
ん

《
主
な
担
当
》

　

体
育
振
興
・
肢
体
・
視
覚
・
聴
覚
部
会

　

皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。
今
年
四

月
よ
り
県
身
連
の
職
員
と
し
て
入
り
ま

し
た
杉
山
潤
と
申
し
ま
す
。

　

専
門
学
校
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
専
門

的
に
学
ぶ
学
校
に
通
っ
て
お
り
、
様
々

な
知
識
を
学
び
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の

専
門
学
校
に
通
っ
て
い
た
の
で
、
ス

ポ
ー
ツ
全
般
、
実
際
に
自
分
で
実
践
す

る
の
も
、
観
戦
す
る
の
も
ど
ち
ら
も
好

き
で
す
。

　

ま
た
、
私
は
サ
ッ
カ
ー
を
九
年
間
し

て
い
ま
し
た
。

　

趣
味
は
、
身
体
を
動
か
す
事
し
か
な

い
の
で
、
新
し
い
趣
味
を
探
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
お
話
を
す
る
こ
と
が
好
き
な

の
で
、
皆
様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
積
極
的
に
取
っ
て
い
く
中
で
、
新
し

い
趣
味
を
見
つ
け
て
い
け
れ
ば
良
い
な

と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、
皆
様
と
お
話

し
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

　

至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

事業案内・報告



片瀬江ノ島駅の多目的トイレ
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藤
沢
市　

新し
ん

城じ
ょ
う　
　

直す
な
お

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
五
月

二
九
日
、
私
は
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

と
共
に
湘
南
藤
沢
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
の

玄
関
口
で
あ
る
片
瀬
江
ノ
島
駅
を
訪
ね

た
。

　

昭
和
四
年
の
開
業
時
か
ら
「
竜
宮
城

ス
タ
イ
ル
」
の
駅
舎
で
知
ら
れ
た
片
瀬

江
ノ
島
駅
は
、
二
〇
二
〇
年
東
京
五
輪

の
セ
ー
リ
ン
グ
会
場
に
決
ま
っ
た
こ
と

や
、
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
事

か
ら
駅
舎
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
進
め
ら

れ
、
五
月
に
は
ほ
ぼ
完
成
と
い
う
事
で

実
際
に
行
っ
て
み
た
。

　

新
駅
舎
の
最
大
の
特
徴
は
、
神
社
仏

閣
に
用
い
ら
れ
る
建
築
技
法
の
「
竜
宮

造
り
」
を
採
用
し
た
点
で
、
下
部
が
し
っ

く
い
塗
り
で
中
央
に
ア
ー
チ
型
の
通
路

が
あ
り
、
上
部
は
木
造
の
軒
と
入
母
屋

の
屋
根
を
載
せ
た
、
社
寺
の
楼
門
の
造

り
方
の
一
つ
だ
と
い
う
。
屋
根
の
上
に

は
、
し
ゃ
ち
ほ
こ
な
ら
ぬ
、
イ
ル
カ
の

像
が
全
部
で
五
カ
所
に
あ
り
、
水
面
か

ら
ジ
ャ
ン
プ
し
た
か
の
よ
う
な
ポ
ー
ズ

が
か
わ
い
ら
し
く
作
ら
れ
て
い
る
そ
う

だ
。

　

こ
の
駅
か
ら
歩
い
て
行
け
る
、
江
ノ

島
水
族
館
と
江
ノ
島
に
渡
る
道
や
橋
を

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
実
際
に
歩

い
て
み
た
と
こ
ろ
、
ス
ロ
ー
プ
と
多
目

的
ト
イ
レ
が
数
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
為
、
全
て
の
人
が
自
由
に
移
動
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
江
ノ
島
に
渡

る
橋
も
新
た
に
舗
装
さ
れ
車
い
す
で
も

ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。

　

例
え
ば
、
片
瀬
江
ノ
島
駅
の
多
目
的

ト
イ
レ
は
、
改
札
か
ら
も
電
車
か
ら
も

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
階
段
も
使
わ
ず
に
行

け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
音
声
案
内

や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
も
き
ち
っ
と
敷
設
し

て
い
る
為
、
視
覚
障
害
者
が
単
独
で
利

用
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

横
須
賀
市　

鈴す
ず

木き　

英ひ
で

雄お

　

だ
い
ぶ
前
の
こ
と
だ
が
実
家
に
い
た

頃
、
犬
を
飼
っ
て
い
た
。
毎
朝
散
歩
に

連
れ
て
行
く
の
は
、
私
の
役
目
で
あ
っ

た
。
主
人
は
私
で
あ
る
が
、
犬
の
方
が

上
手
で
あ
り
、
鎖
を
外
す
と
（
当
時
は

今
ほ
ど
厳
し
く
な
か
っ
た
）
主
人
の
私

を
無
視
し
て
歩
き
回
っ
て
い
て
、
適
当

な
距
離
を
保
ち
な
が
ら
つ
い
て
く
る
。

長
い
間
付
き
合
っ
た
が
、
彼
も
犬
寿
を

全
う
し
て
去
っ
て
行
っ
た
。

　

私
も
終
活
に
向
き
合
う
時
に
近
づ
い

て
い
る
。

　

横
須
賀
市
で
は
「
私
の
終
活
登
録
」

と
い
う
制
度
が
あ
る
。
先
日
当
協
会
で

市
の
担
当
者
を
招
い
て
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
研
修
会
を
行
っ
た
。

　

い
つ
、
外
出
先
や
家
庭
内
で
も
突
然

の
事
故
が
起
こ
り
得
る
こ
と
は
無
い
と

は
言
え
な
い
。

　

そ
ん
な
時
に
、
家
族
な
ど
の
緊
急
連

絡
先
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
、
お
墓
の

場
所
な
ど
を
事
前
に
市
に
登
録
し
て
お

く
仕
組
み
で
す
。
救
急
隊
員
・
警
察
・

病
院
・
親
族
な
ど
か
ら
問
合
せ
が
あ
っ

た
と
き
、
市
が
登
録
者
に
代
わ
っ
て
伝

 
新
駅
舎
に
な
っ
た

 

　
　
　
片
瀬
江
ノ
島
駅

 

私
の
終
活
登
録
に
つ
い
て

え
る
制
度
で
す
。

　

万
一
の
場
合
に
、
親
族
な
ど
へ
の
連

絡
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
こ
と
や
、

登
録
者
の
意
思
を
伝
え
る
事
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
？
そ
う
い
う
担
当
者
の

思
い
か
ら
こ
の
制
度
発
足
に
繋
が
っ
た

よ
う
で
す
。
市
民
な
ら
誰
で
も
登
録
で

き
、
無
料
で
す
。
登
録
す
る
と
「
登
録

カ
ー
ド
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

私
自
身
も
最
近
、
足
腰
が
だ
い
ぶ
弱

体
化
し
て
お
り
、
外
出
す
る
と
き
は
、

自
転
車
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
強
風

の
時
な
ど
怖
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

先
日
も
強
風
の
な
か
、
自
転
車
を
降
り

て
押
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
、
見
知

ら
ぬ
ご
夫
婦
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
で
自
転
車
ご
と
自
宅
ま
で

送
っ
て
頂
い
た
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
の
恩
恵
で
も
な

か
ろ
う
が
、
こ
の
ご
夫
婦
の
親
切
が
身

に
し
み
て
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　

私
も
終
活
を
考
え
つ
つ
、
ま
ず
は
健

康
寿
命
を
保
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
思
っ
て
い
る
だ
け
で
、
何
も
し
て

い
な
い
。



手洗い！うがい！
マスク着用！

コロナウイルス
感染予防対策！

第 17回全国障害者スポーツ大会愛媛大会
立幅跳に出場した坂田慎一選手。
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厚
木
市　

坂さ
か

田た　

慎し
ん

一い
ち

　

私
は
。
中
途
失
明
者
で
す
。
幼
い
時

に
進
行
性
の
目
の
病
に
か
か
り
、
成
人

す
る
頃
に
は
か
な
り
見
え
な
く
な
り
、

失
明
す
る
ま
で
の
葛
藤
は
大
変
つ
ら
く

厳
し
い
も
の
で
し
た
。
失
明
間
近
に
将

来
を
考
え
て
県
立
平
塚
盲
学
校
に
進
学

し
て
、
国
家
試
験
に
合
格
し
、
現
在
は

整
形
外
科
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
と
し
て
勤

務
し
て
い
ま
す
。
盲
学
校
で
は
視
覚
障

害
者
な
ら
で
は
の
ス
ポ
ー
ツ
が
い
ろ
い

ろ
と
有
り
ま
し
た
。
音
に
向
か
っ
て
走

る
音
源
走
。
ネ
ッ
ト
の
下
を
ボ
ー
ル
が

行
き
来
す
る
フ
ロ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
転
が
し
て
打
つ
グ
ラ

ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
。
最
初
か
ら
お
互

い
の
襟
を
掴
ん
で
行
う
柔
道
な
ど
ル
ー

ル
を
工
夫
し
て
見
え
な
く
て
も
出
来
る

ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
今
の
私
は
フ
ロ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
日
曜

日
に
フ
ロ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
や

試
合
に
精
を
だ
し
て
い
ま
す
。
休
日
の

木
曜
日
に
は
二
俣
川
の
ラ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
水
泳
を
し
て

身
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
良
い
で
す
よ
ね
。
何
も

考
え
ず
思
い
っ
き
り
汗
を
か
け
る
。

ス
ト
レ
ス
も
発
散
出
来
る
し
、
健
康
に

も
な
る
し
仲
間
や
知
り
合
い
も
増
え
る

し
、
沢
山
良
い
事
が
有
り
ま
す
よ
ね
。

　

毎
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
感

染
拡
大
で
、
大
恐
慌
以
来
の
不
況
に
成

り
、
四
月
七
日
に
緊
急
事
態
宣
言
発
令

が
神
奈
川
県
に
も
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
、
自
粛
し
て
い
ま
す
で
し
ょ
う

か
。
体
調
管
理
に
は
、
充
分
に
気
を

付
け
て
下
さ
い
。
一
日
で
も
早
く
、
早

期
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
利
用
し
た
詐

欺
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

病
院
に
行
く
時
は
、
帽
子
、
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
除
菌
シ
ー
ト
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
帰
宅
後
は
、
手
洗
い
、
う
が

い
、
洗
顔
を
し
て
下
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
ず
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

編
集
委
員
　
相あ
い

原は
ら

　
み
ど
り

（
二
宮
町
）

 
わ
た
し
と
ス
ポ
ー
ツ

県身連事業予定

編
集
室
か
ら

＜９月＞
 12 日（土）

 15 日（火）

＜10月＞
 ４日（日）

 15 日（木）

 20 日（火）
 21 日（水）

　※問い合わせ　電話：045－311－8736
　　　　　　　　　　　045－311－8744
　　　　　　　　　　　　　 [推進センター]

　　　　　　　　 FAX：045－316－6860
　　     http://kanagawa-kenshinren.or.jp

《聴覚部》福祉対策部学習会
 （県聴覚障害者福祉センター）
《聴覚部》長寿を祝う会
 （県聴覚障害者福祉センター）

《聴覚部》Go！デフ・ワールド
 （県聴覚障害者福祉センター）
《聴覚部》女性部講演会
 （県聴覚障害者福祉センター）
身障かながわ編集委員会（県社会福祉会館）
《聴覚部》高齢部社会見学（崎陽軒）

そ
れ
と
数
年
前
か
ら
陸
上
も
や
り
始
め

て
、
み
ん
な
の
支
え
も
あ
っ
て
岩
手
、

愛
媛
と
二
年
連
続
で
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
も
参
加
し
て
メ
ダ
ル
を

獲
得
で
き
ま
し
た
。

　

も
し
見
え
な
く
な
っ
て
な
か
っ
た

ら
、
こ
ん
な
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
な

か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
勿
論
全
国

大
会
に
も
出
場
し
て
い
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

た
だ
見
え
な
く
な
っ
た
だ
け
で
、

二
十
歳
の
自
分
に
は
こ
ん
な
素
晴
ら
し

い
世
界
が
ま
っ
て
い
る
な
ん
て
思
い
も

知
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
視
覚
障
害
者

に
な
っ
て
約
三
〇
年
。
や
っ
と
や
っ
と

の
思
い
で
今
の
心
境
に
な
り
ま
し
た
。


